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　6)江戸時代における 「かな」の発音
　　　一歯 と口腔の関係表示 と五行一
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　(目　 的)　現在,私 たちは文字を見ただけで,
発音することができる。 日本語の発音は,学 校で
教わることなく,親か ら子へ と伝えられているし,
文字 と音の対応については,学 校の読み書きで習
得 している。では,江 戸時代はどのように文字を
習得 したのであろうか,ま た現代と同じように発
音 していたのであろうか。そこで① ・②の問題を
設定 し,この2つ の問題について,現 在の言語学
で指摘 されている見解及び実例を紹介した。
　① 「江戸時代の文字習得方法」
　② 「江戸時代の発音と発音表記方法」
　 (調査資料及び方法)　調査資料として,往 来物
3資料 『女庭訓往来』 と 『永代節用無尽蔵』,『實
語童子教』 を使用 した。
　調査方法は,江 戸時代の読み書き ・発音が示 さ
れている部分を翻刻 し,従来の指摘 と一致するか
検討 した。
　 (調査結果)
　① 「江戸時代の文字習得方法」
　五十音図の他に,「いろは」を用いて仮名習得
をしたことが資料から窺える。平仮名 ・片仮名に
関する伝説が調査資料に記されているなど,文字
に対する興味は高かったようである。
　② 「江戸時代の発音と発音表記方法」
　『永代節用無尽蔵』の中の五音相通には,ア 行
～ワ行までの五十音図があり,上段にはア行から
それぞれ 「喉,牙,歯,舌,唇 」と記述されてい
る。 この 「喉や牙」というものは,中国から伝わっ
た発音表記方法(喉 音 ・牙音 ・歯音 ・舌音 ・唇音)
であり,中国の漢字の音を研究する手段 として使
われていたものである。つまり,江戸時代は中国
か ら伝わった発音表記方法を用いて 日本語の発音
を表 していたということがわかる。
　また,上 記の発音表記方法からハ行の発音に着
目した。『永代節用無尽蔵』では,ハ行は唇音となっ
ている。 この言語資料が反映された時代のハ行の
音は,従 来の先行研究の指摘通り,唇 を用いた唇
音(つ まり現代 日本語の両唇摩擦音〉 ファ・フィ・
フ ・フェ ・フォという音であったことが裏付けら
2010
れた。
　 (結　論)　江戸時代における文字 ・発音に関す
る言語学の見解とその実例 を紹介 した。2つの問
題設定から,以下の3点 を明らかにした。
　 1)文字習得:い ろは
　 2)発音表記方法:中 国の発音表記方法を使用。
　 3)ハ行の発音:現在の発音 とは異なり,フ ァ・
　　 フィ ・フ ・フェ ・フォとい う音であった。
(18)
